
　松寿苑は，地域の方々の信頼を礎として活動

しています。この信頼は，設立63年の歴史の中

で歴代の役職員が日々の実践活動を積み重ねる

ことで得た最も大切な財産です。活動に当たっ

ての特徴は，４つのサービス拠点ごとに地域の

方々で後援会を組織してもらっていることです。

日頃から地域の方々が当苑を気にかけ，物心両

面で活動の後ろ盾となって支えてもらえる環境

にあることは大変心強いです。施設と後援会が

両輪となって協働活動を行うことは，施設が地

域に根付き信頼を得て，さらに充実していく大

きな要因となっています。

　本稿では，法人理念である「人類愛善～ひと

りひとりを大切に～」の具現化に向けて当苑が

取り組んでいる地域活動を紹介します。
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法人概要

　法人理念「人類愛善～ひとりひとりを大切に～」を基に，「人
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立地条件：綾部市は京都府中北部にあり，福知山市や舞鶴市
などに隣接しています。絹織物が盛んで，グンゼ発祥の地で
もあります。由良川が市街地を流れ，自然豊かな里山に，
田園，農村が広がっています。
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松寿苑（小規模特養おかやす，小規模多機能ふれあい）

1地域包括ケアを担う施設ケアマネ＆相談員  Vol.7 No.2



　夏場に高齢者が，節電として冷房の使用を控えて熱中症などになることを防ぐため，冷房設備のある

施設を開放したり，施設でイベントを開催したりするなどして涼む場所を提供しています。７～９月の

夏期期間，祝日を除く月～金曜日の13～16時に，映画上映，

カラオケ，老人クラブとの交流，健康体操，パッチワーク

教室，地域作品展，夏祭りなどのイベント開催やサークル

活動，サロン活動のほか，読書スペースなどとして利用す

ることができます。地域のボランティアやサークル活動をさ

れている方々の声を聞きながら施設利用を進めています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　民家の一部を借り受けて，地域の方々が自由に利用できるフ

リースペースとして「ふくしのえき　広小路」を開設しています。介護予防拠点として健康運動教室，

レクリエーション教室，料理・栄養教室などの取り組みも行っています。

　地域のボランティアの発掘を行い運営にかかわってもらっています。また，レクリエーション協会

や民生児童委員，介護支援専門員，

行政，後援会と連携しながら介護予

防プログラムを進めています。

クールスポット

　　　　　　　　　　　　　　　　　民家の一部を借り受けて，地域の方々が自由に利用できるフ

リースペースとして「ふくしのえき　広小路」を開設しています。介護予防拠点として健康運動教室，

ふくしのえき　広小路

松寿苑の主な地域展開サービス
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　　　　　　　　　　　　在宅で生活している一人暮らしの高齢者などを対象に，365日型の配食サー

ビスを実施しています。月～金曜日までは綾部市からの受託事業として，土・日曜日は地域住民の意向

を踏まえて独自事業で夕食を配っています。１日約100食を配達する中で，声かけを必ず行うなど安否

確認を徹底し，地域の要支援者に対し暮らしのセーフティネットの役割を果たしています。家族や市，

介護支援専門員，民生児童

委員，配達にかかわる地域

の方々，施設スタッフと連

携して実施しています。

　　　　　　　　　　　　30年以上継続して，施設内で利用者作品展を開催しています。また，さ

らに多くの地域の方々に作品を見ていただくために，地域に出向いて開催しています。ショッピング

センターの貸し会場で，利用者作品展や芸能発表会，福祉講演会などのイベントを行い，買い物の機

会に気軽に来場してもらっています。毎年，地域の方々や関係団体に参画いただいています。

　当苑への理解と関心を高めると

共に，利用者と地域の方々との交

流や，人材確保を図るため，地域

のボランティアに声をかけて来場

やプログラムへの参加を促してい

ます。毎月１回（第４土曜日）に

地域ふれあいサロン，月替わりイ

ベント，介護相談，就職見学説明

会を行っています。

　　　　　　　　　 　　在宅で生活している一人暮らしの高齢者などを対象に，365日型の配食サー

ビスを実施しています。月～金曜日までは綾部市からの受託事業として，土・日曜日は地域住民の意向

配食サービス

　　　　　　　　　　　　30年以上継続して，施設内で利用者作品展を開催しています。また，さ
松寿苑フェア

松寿苑オープンカフェ
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　交流スペースで，利用者に限らず，地域

の方々にも楽しく利用していただける居酒

屋サービスを提供しています。通常メニュー

のほかに，毎回趣向を凝らした料理を限定

メニューとして提供し，利用者やスタッフと

の交流も楽しんでいただいています。毎週

金曜日の18～21時にオープンしています。

　当苑の蔵書や市民の方々から寄贈いただいた書籍をご覧

いただき，貸し出しも行っています。地域の方々も気軽に

活用いただけるスペースを提供しています。月～土曜日

（祝祭日を除く）の10時30分～16時30分に利用できます。

松寿苑インフォメーション
認知症に関する不

安や悩み，介護の方法，サービス利用などについて，「どこへ相

談すればいいのか分からないんです」という声がありました。

そのため，当苑の各種相談窓口についての案内を作成し，市内

全戸に配布しました。その後もいろいろな機会に当苑の活用を

呼びかけて，専門職が専門性を地域の方々に還元すべく相談に

応じています。この取り組みは，地域の顕在的，潜在的ニーズ

の発掘につながっています。

　　　　　　　　　　　　　　グループホームの入居者家族

から，「認知症の勉強会や介護者家族同士の交流会がしたい」という

要望がありました。このため，民生児童委員，地域包括支援センター，

介護支援専門員，後援会と連携し，３カ月に１回，認知症の人を介護

している家族が支え合う教室を開催しています。ほかにも「認知症ケ

アを考える会」「知っとくデー」などの地域活動を行うことで，地域

の方々の認知症に対する理解が深められています。

　　　　　　　　　　　　
居酒屋松ちゃん

　当苑の蔵書や市民の方々から寄贈いただいた書籍をご覧

松寿苑図書室

　　　　　　　　　　　　　　グループホームの入居者家族
認知症ケア教室
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クールスポット事業で
地域の方々が集まる施設に

　2012年夏の節電に関する取り組みの一つとし

て，京都府から「高齢者涼やかスポット設置事

業」について協力依頼がありました。この事業

は，夏期期間の電力供給不足が懸念されること

から，過度な節電で冷房などの使用を控えて熱

中症などになることを防ぐため，在宅の高齢者

などに涼んでもらう場所として「高齢者涼やか

スポット」を設置した施設に補助金を交付する

というものです。

　当苑では，従来から一年を通じて施設の多目

的ホールや会議室を地域の方々に使用しても

らっていた経緯もあったため，新たなプログラ

ムを検討しゼロからスタートする必要はなく，

これまでの地域へのサービス提供に，夏期期間

のクールスポットとしての役割を加えて呼びか

けることにしました。まず，誰でも涼みに来ても

よいことを伝えるために，ソーシャルワーカーや

担当者がチラシを作成し，広報紙やホームページ

に掲載したり，地域に配布・掲示したりして周知

を図りました。後援会の方々にも，積極的な施設

利用と近所の方への声かけをしてもらいました。

　クールスポット期間中は，囲碁会やパッチワー

ク教室などの趣味のサークル活動，健康体操，

映画上映，老人クラブとの交流，歌や踊り，大

正琴などのボランティア企画，小学生・中学生

との世代間交流などを，地域の方々や関係団体

と連携して行っています。また，地域住民の要望

を聞いていく中で，住民のサロン活動などに施

設を開放したり，読書スペースを提供したり，

カラオケをしていただいたりするなど，新たな

アイデアで施設利用を進めています。

　2012年の取り組み開始から2015年までの４

年間に，クールスポットに支給される補助金を

活用し，扇風機，DVDレコーダー，テレビ，

マイク，机などを整備しました。利用者からは，

「暑さがしのげるので，度々来ています」「家に

いると暑くてもエアコンで電気を使うのは気が

引ける」「家では，節電のためにエアコンはつ

けていない」などの声があり，施設がクールス

ポットに取り組む意義を感じています。2015

年度は約350人の方々が利用しました。

　今後は，夏休み中の地域の児童，生徒たちに

も施設利用を呼びかけて，宿題やボランティア

活動・福祉体験の場を提供し，高齢者との世代

間交流を進めたり，地域の方々から施設利用に

ついてのアイデアを募集したりするなど，地域

の社会資源の一つとして活用を促進していきた

いと思っています。

ふくしのえき
～地域における福祉の拠点を目指して

　2002年に民家（空き店舗）の一部を借り受

けて，日中無料で開放し，地域住民が自由に利

クールスポット事業で
地域の方々が集まる施設に

ふくしのえき
～地域における福祉の拠点を目指して

クールスポット期間中，囲碁会やパッチワーク教室などを
開いている
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用でき，交流やサークル活動に活用できる場に

しようと「ふくしのえき　広小路」を開設しま

した。名称にある「ふくしのえき」には，電車

に乗るために駅に行くのと同じように，福祉の

ことは「ふくしのえき」に行こうと思ってもら

えるような拠点を目指そうという思いが込めら

れています。

　開設当初から，松寿苑後援会が支援団体とし

て参画し，運営費用を含めて支援をしてもらい

ました。また，地元の広小路自治会や市にも理

解を得ました。

　「ふくしのえき」は，当苑の情報を提供する

だけでなく，気軽に集える休憩場所や高齢者同

士の交流，サークル活動に活用できます。近く

にある眼科や市役所などに行った帰り，バスを

待つ時間に立ち寄られる方もいます。また，囲

碁を打ったり将棋を指したりしに来る方もお

り，さらに，自治会や商工繁栄会の会合などで

地元の方にも活用していただいています。

　室内には掲示板を設け，当苑の広報紙などを

貼り出しているほか，各施設における利用者の

暮らしの様子などを写真で紹介したり，当苑利

用者の作品を展示したりすることで，通りすが

りに立ち寄られた方にもいろいろな福祉情報が

提供できるようにしています。

　また，相談受付員が常駐しており，訪れた方

への案内や，相談があれば受け付けています。

相談は当苑の介護支援専門員に伝え，相談に応

じる体制をとっています。メール箱も設置し，

当苑や福祉に関する意見，質問を入れておけば

翌日には回答を掲示板に貼り出すなどの取り組

みも行っています。

　2007年度からは，高齢者を対象に，介護を

予防する観点からの活動も始めました。料理・

栄養教室（月２回）は，低栄養状態予防のため

の相談や調理実習などを栄養士が指導していま

す。健康運動教室（月３回）は，筋力維持・向

上のために効果的な運動をトレーナーが指導し

ています。レクリエーション教室（月２回）は，

ゲームやクラフトワーク，頭や手指の体操など

について，レクリエーション協会の指導者が指

導をしています。このように，多職種や関係者

との調整を行いながら取り組み，翌年の2008

年度からは市から介護予防事業として委託を受

けました。

　運営は，ボランティアセンターにボランティ

ア募集の協力を得て，応募してもらったボラン

ティアと一緒に取り組んでいます。当初は，参

加者が確保できないことが課題でしたが，地域

包括支援センターや地域の民生児童委員に活動

を紹介し説明を繰り返すことにより，少しずつ

参加者が増えはじめました。また，利用者が友

人などに参加を呼びかけ，自然と活動の輪も広

がるなど，地域住民とのつながりの大切さを改

めて感じました。

　各教室の終了後は，講師を囲んでのティータ

イムで話が弾みます。参加者からは，「毎回，

メール箱を設置し，当苑や福祉に関する意見，
質問を受け付けている
メール箱を設置し，当苑や福祉に関する意見，
質問を受け付けている
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簡単な運動や料理を教えてもらい，家でもやっ

ています」「ここに来るのが楽しみです」「今度

みんなで食事会をします」などの声が聞かれ，

地域の方々に楽しく場を活用いただいています。

2015年度は延べ510人の方に利用していただ

きました。

　2015年10月には，２カ所目のふくしのえき

として，空き家を改修した「ふくしのえき　た

のやま１番地20」をオープンしました。認知症

ケア専門士，介護職，介護支援専門員，栄養士

などの多職種で構成するプロジェクトチームを

立ち上げ準備を進めました。現在，介護支援専

門員による介護相談（毎週）や，デイサービス

スタッフによる介護予防事業のすこやかシニア

教室（月２回）を行っています。今後，地域の

方々に呼びかけて，「認知症カフェ」や「若年

性認知症の人及び介護者の交流会」「図書コー

ナー」など，活用してもらえるようなプログラ

ムを検討しています。

　「ふくしのえき」は，このような地域活動を

通して，地域の方々に親しまれ，健康を維持し，

安心・安全で心豊かな暮らしを続けていただく

ための福祉の拠点を目指していきたいと考えて

います。

施設が持つ機能や専門性を
地域に還元していくために

　当苑がサービスを提供する地域は，少子高齢

化，過疎化が進み，社会環境や社会構造も変化

し，福祉ニーズは複雑化かつ多種多様化してい

ます。このような状況は，地域に住む誰もがか

かわりのある身近な事柄であり，地域全体で考

え解決に取り組むことが求められます。

　以前，当苑の４つの後援会会長による座談会

が開かれた時，「大家族のように地域の方々が

寄り添えるような形で運営してもらえたら大変

うれしいです。地域の方々がふれあうことに

よって，自分の家族のように思って接してくれ

たら，地域全体が明るくなると思います」と，

今後の施設と地域との関係性，地域と一体と

なった施設づくりに期待する発言がありました。

施設が持つ機能や専門性を地域に還元する取り

組みが望まれています。

　これまで紹介した地域活動を通して，地域の

方々と顔の見える身近な関係を築いていくこと

で，制度の狭間にあったり，生活のしづらさを

抱えたりした人の課題が浮かび上がってきます。

「住み慣れた地域で暮らし続けたい」，この切な

る願いを実現するために，ソーシャルワーカー

は個々の課題に対して地域の社会資源を結びつ

けたり，既存のサービスを充実させたり，時に

は新たな社会資源となるインフォーマルサービ

スを検討したりするなど，制度にとらわれない

柔軟な考え方が必要です。地域の方々と真摯に

向き合う温かいかかわりがいかに大切かを，こ

れまでの地域活動の展開により感じています。

　これからも地域の方々の声を受け止め，共に

歩んでいく施設として，信頼を高めていきたい

と思っています。
施設が持つ機能や専門性を
地域に還元していくために
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